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○インフラ長寿命化計画とは？○インフラ長寿命化計画とは？

国が進める『国土強靭化』の取組による施設の老朽化対策
の１つで、施設の計画的な状態把握、補修更新を行うことに
より、施設の長寿命化や維持管理費用を抑えるための施策で
す。

区分 対象施設 総量（概数）

土地改良施設

農業水利施設

用排水路
14,874km
3,886路線

頭首工 5,223箇所

用水機場 26箇所

排水機場 30箇所

ため池 1,756箇所

ダム ３箇所

畑地かんがい 14,649ha

農 道

農 道 3,065㎞

橋 梁 27箇所

トンネル ３箇所

その他の施設
農業集落排水施設 農業集落排水施設 119処理区

地すべり防止施設 地すべり防止施設 137区域

頭首工

排水機場

【参考】県の行動計画対象施設

○インフラ長寿命化計画の構成
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○なぜ計画を作るのか？○なぜ計画を作るのか？

県内にある水路、頭首工、揚排水機場、ため池などの土地
改良施設の多くは、食糧増産の時代や、高度経済成長期に造
られており、近年、老朽化による突発事故の発生や、機能の
低下などが急激に顕在化してきており、問題となっています。

このため、後世に土地改良施設が「良い」状態で残されて
いくように、施設の長寿命化などに向けた取組をしっかりと
推進していくための計画を作成する必要があります。

図 施設管理の概念図（ストックマネジメントサイクル）

○施設の
長寿命化

○維持費用の
縮減
平準化
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○計画を作成すると…○計画を作成すると…

➣個別施設計画の策定が条件となった新たな事業等
（Ｈ29年度以降）

○農山漁村地域整備交付金
事業実施要件として、個別施設計画の策定が追加。

・農地整備事業（通作条件整備 保全対策型）
・農業集落排水事業
（※農業集落排水事業の場合、「最適整備構想」を個別施設計画と
みなすとされている。）

○土地改良施設突発事故復旧事業
平成29年９月の土地改良法改正により、土地改良施設の突発事故

対応について、農業者からの申請・負担を原則求めない復旧事業を
創設。

○公共事業等適正管理推進事業債
公共事業等の適正管理に要する経費について、地方財政計画の計

上額を増額するとともに、長寿命化事業に対し地方財政措置を拡充。
長寿命化事業の対象：

農業水利施設の長寿命化対策として実施する地方単独事業
（受益面積 20ha未満 （ため池は2ha））

要件：農水省が示すインフラ長寿命化計画を踏まえて実施される
事業であり、かつ個別施設計画において明示された事業

平成29年度以降、農林水産省の国庫補助事業の一部に、
「個別施設計画が作成されていること」が実施要件として加
えられています。

今後もこういった事業が増えていくことが予想されます。

『個別施設計画の作成』＝補助事業の実施に有利
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○計画の対象とする施設○計画の対象とする施設
個別施設計画には、原則として施設管理者等が管理・所管

する農業水利施設の内、ため池を除く全ての施設を載せて
下さい。

ただし、計画に載せた施設の内、以下に該当する場合は、
個別施設毎の長寿命化計画（様式1）の「機能診断調査、機
能診断評価及び機能保全対策」を施設管理者等の判断で記載
しないことも可とします。

管理者等の判断により「機能診断及び機
能保全計画」の対象としない理由

判断の目安（例示）

①重大な事故につながる可能性が極めて
小さい施設
【参考】重大な事故の例

山腹水路の劣化に起因する下部国道への土砂
流出事故等

 小規模な施設（BF250～300程度、
水口ゲート等）

 公共施設や民家等への被害が想定さ
れない施設

②施設の規模、受益面積等が一定程度以
下の施設であって、予防保全を実施する
ことが経済的に不利となる可能性が高い
施設

 小規模な施設（BF250～300程度、
水口ゲート等）

 受益面積が5ha未満（中山間地域の
場合3ha未満）の施設

③消耗又は劣化が想定できない施設  経年変化が長期間みられない土水路、
空石積水路

 目視等の診断が困難な末端の暗渠、
パイプライン

④造成、更新等の実施後、間もない施設  異状、変状が見られない施設

○「機能診断調査、機能診断評価及び機能保全対策」を記載しない施設の例

【注意！】
○今後5年間程度の間に、施設の補修改修が必要な施設は必
ず計画に載せるようにしてください。（※載せていない場合、
補助事業が実施できなくなる場合があります。）計画の見直
しは随時可能です。
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Ｌ＝２４２ｍ

Ｌ＝２９３ｍ

Ｌ＝１７３ｍ

個別施設計画 位置図
信州市 水土里支線水路 Ｓ＝１／２５,０００

水土里２号水路

水土里３号水路

水土里１号水路

[①‐2]BF‐400
L=95m
S‐4(H10)

[①‐3]BF‐600
L=62m
S‐4(H10)

[②‐1]BF‐300 L=125m
S‐3(H2)

[②‐2]
BF‐400
L=48m

S‐4(H10)

個別施設計画 計画平面図
信州市 水土里支線水路 Ｓ＝１／２,５００

❖計画の作成は、以下の手順で行います❖計画の作成は、以下の手順で行います

④写真の整理

①⽂献等の
調査

＜文献類＞
・水利施設台帳
・事業実績データ
・事業完了地区調書
・事業計画概要書

信州市
水利施設

台帳

②図上にて
路線計画

③現地調査

○図上にて路線の把握を行う
地形図(１／２,５００程度)

＜メンバー＞
・水利に詳しい地元の方
・施設管理者(市町村)

図上調査状況

＜現地作業内容＞
・ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞの確認、見直し
・別票(様式2)の記入
・構造、寸法の調査
・写真撮影

④様式１
様式２作成

④図⾯作成
（位置図）

④図⾯作成
（平⾯図）

調査状況

○調査図面を清書する
＜記入事項＞
・ﾀｲﾄﾙ、縮尺、方位、流下方向
・路線名
・構造及び型式
・延長
・評価、築造年

○位置図(１／２５,０００程度)
＜記入事項＞
・ﾀｲﾄﾙ、縮尺、方位、流下方向
・路線名
・路線毎の全体延長
・受益地

個別施設計画
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(1)初めにやること(1)初めにやること

【台帳、管理図等の文献調査】
①まず、自らが管理・所管する施設は何かを特定する必要が
あります。持っている台帳、図面などの資料を集めましょう。

②『管理している施設はあるけど、資料がない』ときは…
県や市町村が持っている台帳に載っている場合があります

ので、聞いてみましょう。それでもない場合は、現地調査の
時に確認しましょう。

③『管理している施設がわからない』ときは…
組織の前任者や、地元の詳しい方（水利組合等）などに聞

いてみましょう。

❖まずは、どんな施設があるのか？資料を集めよう❖まずは、どんな施設があるのか？資料を集めよう

信州市
水利施設

台帳

[①‐2]BF‐400
L=95m
S‐4(H10)

[①‐3]BF‐600
L=62m
S‐4(H10)

[②‐1]BF‐300 L=125m
S‐3(H2)

[②‐2]
BF‐400
L=48m

S‐4(H10)

個別施設計画 計画平面図
信州市 水土里支線水路 Ｓ＝１／２,５００

台帳 図面

•施設台帳
•事業実績データ
•事業完了地区調書
•多面的機能診断記録

•事業計画概要書
•機能保全計画書
•維持管理計画書
•施設診断管理指導調書 等

○文献の例

☞末端施設を含む全ての農業水利施設を、もれなく把握できる
ように準備しましょう。
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(2)施設の把握(2)施設の把握

❖資料を基に、図面に施設をおとしてみましょう❖資料を基に、図面に施設をおとしてみましょう

①まず、1/2,500程度の縮尺の地形図を用意します。
地形図がない場合は、市町村からもらうようにしましょう。

②台帳、管理図等の資料を基に、地形図に施設の位置を記入し
てみましょう。わからない場合は、地元の水利組合等、施設に
詳しい方に同席してもらいましょう。

市役所・町村役場

ない場合は

入手

○記載例
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③延長が長い水路等は、全てを調査することが難しいため、構
造や築造年等から大まかな『区間』に分け、区間ごとに代表的
な箇所を調査する方法を用います。

この作業を、『グルーピング※』といいます。

※グルーピング＝施設全体を、調査するグループ
（区間、場所）に分けること

【用意するもの】
•台帳、管理図面
•補修履歴がわかる資料等
•施設状況がわかる資料等
•地形図（市町村図）1/2,500～1/5,000程度

【グルーピングのポイント】
❖グループを分ける場所の目安は下記のとおりです。

・構造の変化点（二次製品⇒現場打等）
・断面の変化点

→（大きな変化のみグループを分ける）
・施工時期の違い（小規模な補修改修は除く）
・分水工、門扉（ゲート）は、水路とは別の

グループにする

❖その他作業を効率的に行うために…

・道路横断の暗渠など、構造や断面等が短い区
間で変化している部分はグループ分けしない
（前後の水路と同じグループとする）
・グループ数が少ないほど作業量は減ります。
極力グループをまとめるようにしましょう。
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○グルーピングの例（この場合、6グループに分けた）

グループ② グループ③

グループ⑥

グループ④ グループ⑤

施設台帳などで、グループ毎の水路の規格、構造、延長がわか
る場合は、図面に記入しておきましょう。

ほ場整備
区域

【１つのグループ（例）】
規格構造：BF250～600

…
施工時期：S50～58

完了地区調書等
から一括記載！

☞ほ場整備内の水路網等は、規格、構造、整備時期がほ
ぼ同じであれば1つのグループとしてまとめることがで
きます。
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(3)現地の調査(3)現地の調査

①グルーピングの確認、見直し①グルーピングの確認、見直し

【必要な人員】
・施設管理者等
・水利に詳しい地元の方

【用意するもの】
・グルーピングした図面
・筆記用具

机上でグルーピングした図面を基に、現地を確認し、図面と
合っているか確認しましょう。

図面と違っている場合は、その場で手書きで修正しましょう。

☞この作業で決定したグルーピングが、計画書に反映されると
共に、今後の定点調査※の箇所となります。

※定点調査：一定期間ごとに同じ地点で変状を調査すること

○グルーピング図面 修正例
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②施設の構造、寸法の調査②施設の構造、寸法の調査

【必要な人員】
・測定者 1名以上
・記入者 1名

【用意するもの】
・メジャー（コンベックス）
・ポール（標尺）・筆記用具

1)施設の構造を把握する
・ベンチフリューム
・Ｕ字溝
・一体型柵渠
・コンクリート三面張水路
・ヒューム管
・塩化ビニル管
・ゲート

など

２)寸法を計測する
・開水路等

Ｂ（上幅、下幅）
Ｈ（高さ）

・暗渠、管類
φ（直径）→管内側の幅

・ゲート
Ｂ（扉体幅）
Ｈ（扉体高）

※寸法の単位は㎜とする。

☞施設の延長が不明の場合は、図測※も可とします。

※図測：図面から、距離等を測定すること
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③写真撮影③写真撮影

【必要な人員】
・撮影者 1名
・黒板記入、設置1名
・標尺の設置 1名

【用意するもの】
・カメラ
・黒板（ホワイトボード）
・標尺（ポールでも可）

１)撮影する場所
・１グループにつき１箇所以上
・その他特に必要な箇所（劣化等が確認できる箇所など）

２)撮影時の注意事項
・黒板、標尺が納まり、読み取れること
・なるべく正面から撮影すること
・標尺は、垂直及び水平に設置する

３)黒板に記入すべき項目
・路線名
・グルーピング名（図面と整合）
・構造
・規格（概略断面図も記載する）
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④調査表（様式2）の記入④調査表（様式2）の記入

【必要な人員】
・調査者 1名以上
・記入者 1名

【用意するもの】
・調査表（様式2）
・筆記用具

○調査表記入例

1グループにつき1箇所、調査地点の施設の状態を見て、
調査表の該当する項目に○を付けましょう。

調査表は、施設の種類ごとに様式が違うので、使い分け
ましょう。

評価区分に迷った場合は、巻末の参考資料を参照してく
ださい。

様式２
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(4)計画書の作り方(4)計画書の作り方

❖計画書の構成❖計画書の構成

○計画書は、5つの資料から構成されます。現地調査結果を基に、
それぞれ作成しましょう。
注）ここからの作業は、専門的知識やツールが必要なものがある
ため、難しい場合は業者への委託などを検討しましょう。

①位置図 ②様式1 ③様式2

④写真 ⑤平面図

様式1

様式2
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❖計画書の作成手順❖計画書の作成手順

○5つの資料の作成は、以下の順序で行いましょう。

①平面図

②位置図

④様式2

⑤様式1

⑥とりまとめ

③写真

注）作成する資
料は、今後の修
正等の際の作図
作業や、データ
の保管管理を考
慮した場合に、
大幅な省力化が
図られるため、
電子データで作
成することを推
奨します。
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①平面図①平面図

【用意するもの】
・1/2,500～5,000の地形図
・CAD等、作図可能な電子ソフト
・機能診断調査表（様式2）
・グルーピング図面

(１)記入すべき事項
・タイトル、方位、縮尺、水の流れる方向
・路線名
・構造及び形式
・延長（全体延長、グルーピング別延長）

☞延長は図測も可とします
・評価（S-2～5）
・築造年度

(２)着色（参考）
・文字・・・・・・・・黒
・引出線・・・・・・・黒
・測点・・・・・・・・黒
・施設(Ｓ－２)・・・・ オレンジ
・施設(Ｓ－３)・・・・ 黄
・施設(Ｓ－４)・・・・ うす緑
・施設(Ｓ－５)・・・・ 水色

○現地調査で確定したグルーピング図を、下記事項を
参考に清書します。
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平面図作成例平面図作成例
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②位置図②位置図

【用意するもの】
・1/25,000～50,000の地形図
・CAD等、作図可能な電子ソフト
・機能診断調査表（様式2）
・①で作成した平面図

(１)記入すべき事項
・タイトル、方位、縮尺
・路線名
・延長（全体延長）
・受益地

(２)着色（参考）
・路線・・・・・・・・赤
・受益地・・・・・・・ピンク（ぼかし）

○①で作成した平面図を基に、地形図に必要事項を記
載します。

☞1枚の位置図に複数の施設を記載することが可能な場
合は、極力まとめて記載しましょう。
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位置図作成例位置図作成例

19



③写真③写真

【用意するもの】
・現地調査時に撮影した写真データ
・①で作成した平面図
・エクセル等電子ソフト

(１)記入すべき事項
・路線名
・グループ名
・構造、寸法
・評価区分（S-2～5）、特記事項

○現地調査時に撮影した写真を、①で作成した平面図
をもとに、グループ毎に取りまとめます。

○写真整理の例
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④様式2④様式2

【用意するもの】
・現地調査で記入した調査表（様式2）

○現地調査で記入した調査表を清書し、路線毎に取りまとめ
ます。

○とりまとめのイメージ
○○用水路（様式2）

グループ
１ ・・・・・

グループ
２

グループ
6

様式２
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⑤様式1⑤様式1

【用意するもの】
・④で作成した様式2
・台帳等の文献

○④で作成した様式２の内容を、施設毎（水路なら路線毎）
に転記します。改修・補修履歴は台帳等の文献から転記しま
しょう。次頁以降に、書き方の参考を示します。

○様式

Ⓐ Ⓑ Ⓒ

様式1

22



様式1 Ⓐの書き方様式1 Ⓐの書き方

Ⓐ

○施設全体の概要
・様式2の施設を転記
・下の施設、構造、延長
と整合させる

○区間ごとの現況
・様式２の施設毎（グルー
プ毎）に、施設名、構造、
延長を記入

○区間ごとの現況
・施設番号を付す
・水路なら、上流から番号を付す
・末端施設を含む全ての農業水利施設を記載する
・番号が様式をオーバーした場合は行を追加し記載する

○造成工期
・施設を作った当初の
着工、完成年を記入
○造成事業
・施設を作った当初の
事業名を記入（複数の
場合は2段書き等で記
入）
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様式1 Ⓑの書き方様式1 Ⓑの書き方

Ⓑ

○文献等の調査
・台帳などから、施設
の補修改修履歴を転記

○老朽化度
・左の補修改修履歴
からの経過年と、施
設の耐用年数（巻末
の資料２参照）を比
較し、「超過」又は
「未超過」を記入

○劣化要因
・劣化の原因を記入
する。劣化なしの場
合は－を記入

○健全度評価
・様式２の評価区分
に○の付いているも
ののうち、数字が一
番小さいものを記入。
（例：S-2、S-3、
S-4の評価が混じっ
ている場合、S-2を
記入）

☞機能診断調査、機能診断評価の対象としない場合は記載不
要です。（P.4参照）
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様式1 Ⓒの書き方様式1 Ⓒの書き方

Ⓒ

○機能保全対策の必要性の有無
・まず、施設が「無」に該当するか、下表から確認
・「無」の場合は下表から該当する理由の番号を記入
・その他の場合は「有」とし、理由欄に－を記入

○監視計画
・日常監視と、対
策の必要性や実施
時期の見直しに必
要な「機能低下」
の監視の頻度を記
入（記載例は標準
期間）

○対策工法及び対策時期
・「対策期間」内に補修改修する施設が
あれば、工法と時期（予定）を記入
○対策費用
・概算の対策費用を記入
（マニュアルの参考資料を参照してください）

○機能保全対策期間
・計画作成年度～
10年間とする

☞機能保全対策の対象としない場合は記載
不要です。（P.4参照）
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様式1 その他様式1 その他

○区間ごとの現況
・機能保全計画から、区間ごとに付番、転記してください。
○機能診断調査、機能診断評価、機能保全対策
・欄に、『平成○○年度○○地区○○用水機能保全計画を参
照』等と記載してください。

☞参照する機能保全計画の名称は、計画の特定が可能と
なるように、具体的に記載してください。

・既存の機能保全計画に記載のない区間（グループ）がある場
合は、様式2を作成の上、追記してください。

○既存の機能保全計画を活用する場合の書き方
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○○土地改良区
個別施設計画

⑥とりまとめ⑥とりまとめ

【用意するもの】
・①～⑤で作成した平面図、位置図、写真、様式1、2

○作成した資料を、以下のとおり取りまとめます。
綴る順番も、各施設毎㋐～㋔の順番とします。

○○用水路

△△排水路

△△揚水機場

・
・

・

㋐位置図 ㋑様式1 ㋒様式2 ㋓写真 ㋔平面図

㋐位置図 ㋑様式1 ㋒様式2 ㋓写真 ㋔平面図

㋐位置図 ㋑様式1 ㋒様式2 ㋓写真 ㋔平面図

注）㋐位置図について、複数路線・施設
分をまとめて作成している場合は、計画
の巻頭に綴り込み、各施設毎に㋑～㋔を
まとめて下さい。
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県内10ヶ所の県地域振興局農地整備課に、保
全管理会議地域部会を設置しています。

計画を作る際に、疑問、質問、悩み等で作業
が進まない、どうすればよいかわからないなど
の場合は、管内の県地域振興局農地整備課まで
ご連絡下さい。

担当職員が丁寧にご相談をお聞きし、どうす
ればよいか一緒に考えます。

県内10ヶ所の県地域振興局農地整備課に、保
全管理会議地域部会を設置しています。

計画を作る際に、疑問、質問、悩み等で作業
が進まない、どうすればよいかわからないなど
の場合は、管内の県地域振興局農地整備課まで
ご連絡下さい。

担当職員が丁寧にご相談をお聞きし、どうす
ればよいか一緒に考えます。
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【資料１】施設の劣化度判定表【資料１】施設の劣化度判定表
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【
参

考
】

施
設

の
劣

化
度

判
定

表

S
-
5

S
-
4

S
-
3

Ｓ
-
2

異
常

な
し

錆
、

塗
装

の
剥

が
れ

が
あ

る
損

傷
が

あ
る

異
常

な
変

形
が

あ
る

正
常

で
あ

る
傾

き
が

あ
る

異
常

な
し

し
み

だ
し

が
あ

る
水

漏
れ

が
あ

る
目

視
で

確
認

し
判

定
目

視
で

確
認

し
判

定
目

視
で

確
認

し
判

定
異

常
な

し
損

傷
が

あ
る

異
常

な
し

円
滑

に
作

動
し

な
い

操
作

し
判

定
操

作
し

判
定

異
常

な
し

錆
が

あ
る

壊
れ

て
い

る

評
 価

 区
 分

　
※

最
大

ラ
ン

ク
を

区
間

評
価

値
と

す
る

健
全

度
ラ

ン
ク

[小
]　

　
　

←
　

　
　

←
　

　
　

←
　

　
　

劣
　

化
　

度
　

　
　

→
　

　
　

→
　

　
　

→
　

　
　

[大
]

施
設

種
類

扉
体

全
体

水
門

目
視

安 全
施 設

開 閉 装 置

巻
上

機
外

観
目

視

作
動

状
況

転
落

防
護

柵
等

評
価

項
目

水
密

ゴ
ム

扉 体

外
観

目
視

傾
き

目
視

漏
水

の
状

況
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【
参

考
】

施
設

の
劣

化
度

判
定

表

S
-
5

S
-
4

S
-
3

Ｓ
-
2

し
ば

ら
く

大
丈

夫
（

1
0

年
く

ら
い

は
）

も
う

少
し

大
丈

夫
（

５
年

く
ら

い
は

）
補

修
（

改
修

）
が

必
要

補
修

（
改

修
）

が
必

要
な

区
間

が
半

分
以

上
に

有
（

5
0

％
以

上
）

　
　

粗
骨

材
が

剥
落

し
て

い
る

状
態

が
路

線
　

　
全

体
延

長
の

半
分

以
上

あ
る

場
合

～
1

7
年

1
8

～
3

9
年

4
0

年
～

台
帳

等
か

ら
確

認
し

判
定

台
帳

等
か

ら
確

認
し

判
定

台
帳

等
か

ら
確

認
し

判
定

無
部

分
的

に
有

半
分

以
上

に
有

（
5

0
％

以
上

）

左
の

よ
う

な
変

形
、

歪
み

、
傾

き
等

が
路

線
全

体
延

長
の

半
分

以
上

あ
る

場
合

無
部

分
的

に
有

半
分

以
上

に
有

（
5

0
％

以
上

）

左
の

よ
う

な
沈

下
、

蛇
行

が
路

線
全

体
延

長
の

半
分

以
上

あ
る

場
合

無
部

分
的

に
有

半
分

以
上

に
有

（
5

0
％

以
上

）

左
の

よ
う

な
目

地
の

開
き

、
損

傷
箇

所
が

路
線

全
体

延
長

の
半

分
以

上
あ

る
場

合

無
し

み
だ

し
、

漏
水

の
跡

水
が

流
れ

だ
し

二
次

製
品

内 部 要 因

摩
耗

レ
ベ

ル
老

朽
化

の
状

況
（

古
さ

）

経
過

年
数

経
過

年
数

（
造

っ
て

か
ら

外 部 要 因

変
形

・
歪

み
水

路
の

変
形

・
歪

み
の

有
無

不
同

沈
下

水
路

が
沈

下
・

蛇
行

そ の 他 の 要 因

目
地

の
変

状

目
地

の
開

き

漏
水

の
状

況

施
設

種
類

評
価

項
目

評
 価

 区
 分

　
※

最
大

ラ
ン

ク
を

区
間

評
価

値
と

す
る

健
全

度
ラ

ン
ク

[小
]

←
←

←
劣

　
化

　
度

→
→

→
[大

]
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【
参

考
】

施
設

の
劣

化
度

判
定

表

S
-
5

S
-
4

S
-
3

Ｓ
-
2

し
ば

ら
く

大
丈

夫
（

1
0

年
く

ら
い

は
）

も
う

少
し

大
丈

夫
（

５
年

く
ら

い
は

）
補

修
（

改
修

）
が

必
要

補
修

（
改

修
）

が
必

要
な

区
間

が
半

分
以

上
に

有
（

5
0

％
以

上
）

粗
骨

材
が

剥
落

し
て

い
る

状
態

が
路

線
全

体
延

長
の

半
分

以
上

あ
る

場
合

無
し

み
だ

し
、

漏
水

の
跡

水
が

流
れ

だ
し

無
有

無
部

分
的

に
有

半
分

以
上

に
有

（
5

0
％

以
上

）

左
の

よ
う

な
変

形
、

歪
み

、
傾

き
等

が
路

線
全

体
延

長
の

半
分

以
上

あ
る

場
合

無
部

分
的

に
有

半
分

以
上

に
有

（
5

0
％

以
上

）

左
の

よ
う

な
沈

下
、

蛇
行

が
路

線
全

体
延

長
の

半
分

以
上

あ
る

場
合

無
部

分
的

に
有

半
分

以
上

に
有

（
5

0
％

以
上

）

左
の

よ
う

な
目

地
の

開
き

、
損

傷
箇

所
が

路
線

全
体

延
長

の
半

分
以

上
あ

る
場

合

無
し

み
だ

し
、

漏
水

の
跡

水
が

流
れ

だ
し

　
現

場
打

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ

　
水

路

内 部 要 因

摩
耗

レ
ベ

ル
老

朽
化

の
状

況
（

古
さ

）

ひ
び

割
れ

ひ
び

割
れ

か
ら

の
漏

水

ひ
び

割
れ

段
差

外 部 要 因

変
形

・
歪

み
水

路
の

変
形

・
歪

み
の

有
無

不
同

沈
下

水
路

が
沈

下
・

蛇
行

そ の 他 の 要 因

目
地

の
変

状

目
地

の
開

き

漏
水

の
状

況

施
設

種
類

評
価

項
目

評
 価

 区
 分

　
※

最
大

ラ
ン

ク
を

区
間

評
価

値
と

す
る

健
全

度
ラ

ン
ク

[小
]

←
←

←
劣

　
化

　
度

→
→

→
[大

]
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【資料２】標準耐用年数表【資料２】標準耐用年数表
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